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１はじめに



新たな学習形態

ワンルーム習熟度別授業



２研究のねらい



学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと
協働的な学びの一体的な実現に関する参考資料（令和3年3月版）

「指導の個別化」

「学習の個性化」

「個別最適な学び」
研究テーマ



指導の個別化

支援が必要な生徒へのきめ細やかで効果的な指導

特性や学習進度等に応じた指導方法・教材の提供・設定

⇒ 基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得

学習内容の習熟の程度に応じた指導

学習の個性化

生徒一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機

会の提供

⇒ 応用・発展的な学習による個々の資質・能力の伸長



３研究方法と内容



（１）ワンルーム習熟度別授業

ワンルーム習熟度別授業とは・・・

１つの教室でそれぞれの理解の程度をもとに

学習活動や学習課題を生徒に選択させて行う授業



全体での授業後、

生徒が授業内容を振り返り、

まだ理解ができていなければ

基礎グループを選択

学習内容を十分理解できていれば

発展グループ

全体での授業

グループ選択

教室前方

教室前方



教室前方

席の移動

基礎グループは前に

発展グループは後ろに

教室前方



発展グループ（教室後方）
・教師が事前に用意した課題を取り組む
・ワークや学習者用端末の問題を解く
・学習者用端末で興味があることを調べる

基礎グループ（教室前方）
・理解できなかったことを教師がもう
一度説明する
・生徒は質問したり、基礎的な課題を解
決したりする

教室前方



①化学変化と分子・原子
「化学反応式のつくり方と理解」

②身のまわりの物質
「身近な白い粉末の区別」

③身のまわりの物質
「水溶液にふくまれる２種類の物質の特定」

（２）実践事例





（２）実践事例④ 気象とその変化

学習課題「圧力の意味、圧力の求め方や単位の理解」

基 礎：基本的な圧力の計算方法を身に付ける

発 展：ワーク、学習者用端末を用いた学習・

応用問題演習



（２）実践事例④ 気象とその変化

〈成果〉
基礎はわからないところを手厚く指導できた

〈課題〉
発展は具体的な学習内容の見取りができない
ワンルーム習熟度別授業の時間が不十分



（２）実践事例⑤ 化学変化とイオン

学習課題「電解質の電離の様子を、

イオンを表す化学式を用いて示す」

基礎・発展：様々な物質の電離

（同じプリントを使用）



〈成果〉
・発展は、主体的に個人や協働的に取り組むと共に、
教師の解説を聞きながら解いたり、直接教師に聞き
に来るなど、色々な学習形態をとっていた

・基礎は、人数が個別に教えられる人数だと、理解
度を確認しながら進められる

〈課題〉
・基礎の中で習熟度に差があると、各個人に合わせ
た指導が難しい

（２）実践事例⑤ 化学変化とイオン



（２）実践事例⑥ 遺伝の規則性と遺伝子

学習課題「メンデルの遺伝法則の理解」

基 礎：分離の法則や子の遺伝子の

表現の仕方の確認

発 展：発展的な課題への取組



〈成果〉
基礎はわからないところを確認しながら
解き直すことができ、理解が深まった

〈課題〉
発展では用意した課題が想定以上に早く終わっ
た生徒がいたため、生徒の実態に応じた課題の
充実が必要

（２）実践事例⑥ 遺伝の規則性と遺伝子



４アンケート調査



アンケート結果

①ワンルーム習熟度別授業は一斉
授業と比べるとわかりやすいか

②これからもワンルーム習熟度別
授業を続けてほしいか

③ワンルーム習熟度別授業で出さ
れる課題は解決できたか

④コースを選ぶとき、何を基準に
選んでいるか

⑤自分で学習内容を選ぶことでや
る気がでるか

とてもわかりやすい わかりやすい 同じくらい

とても続けてほしい 続けてほしい あまり続けて
ほしくない

できた まぁまぁできた 少しできなかった

自分の意志 友達がどちらを選ぶか 課題の難易度

とてもやる
気が出る

先生の説明を聞
くよりはやる気
が出る

やる気が
出る

変わらない







５実践の成果



◆基礎グループ

生徒が質問しやすい雰囲気を作り、学習意欲の向上
につながった

教員が生徒のつまずきや疑問を把握でき、重点的に
指導することができた

実験形式では自己の解釈を再確認したり、実験の基
本的な操作を習得させたりすることができた



◆発展グループ
生徒自身で個々の理解の程度に応じた学習内容を
選択することにより、高い意欲をもって応用問題や
発展的課題に取り組んでいた

自分のペースで課題を解いたり、生徒同士で協力
して教え合ったりするなど、自主的・協働的に学習
に取り組んでいた

実験形式では自己の解釈を再確認したり、新たな
課題を見出し、自らの予測について探究する学習の
過程が見られた



６今後の課題



ワンルーム習熟度別授業の効果が期待できる学習内容
と時間配分を精査する

生徒が自己評価して客観的に見る力を身に付けさせる

発展グループの学習の取組をどう見取るか

どのくらいの学習効果が期待できるのか



令和７年度 東京都中学校理科研究会
学習指導・評価委員会

ご清聴ありがとうございました。
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